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日本海ひょうたん礁の魚類の生態

金本自由生‘1

浅所で謖卵する魚頚，特にホ７ヶの源所での生態を明らかにしようと賦みた。

「しんかい2000」による第461潜航を，1992年8月31日に日本洵のひょうたλ礁で行っ

た。水深496-138m の地点で約５畤開眼篆を続け，ビデオとカメラに記録した。

看底地点は傾斜の暖いＳＳで，浅くなるにつれて傾斜も急で岩が多くな。た。底

生動物相も水深や底質で変化がみられた。

ホフケは水源3CO－250m の範囲を除く464－217m にみられ，深い方は単独で泥底

にいて，浅い方は岩礁の上方をむれで遊泳していた。ゲング類は水深450m 以源に

のみ分布し，カジカ類は水原300m12j深にみられた。/･ツメは300m 以浅に大群でい

たので全魚頚個体数の92％を占めていた。単独個体は全穡でみられた。

潜水祠造船による目視調査は現場での生活や魚の状態がつぷさ1ごみられ，ポッケ

成魚の分布は，ひょうたん礁での産卵の可能性を示唆するものである。

The  Ecology of Fishes on Hyotan-guri Bank  in the Japan Sea

Jiyusci KANAMOTO"

The  auther  atempts  to study  on  the ecology  of fishes where  were  living at

deep  sea, which  species spawn  at  shallow  waters,  i.e.,  PUurogrammus

aionus.

Dive  Ml  with  the submersible  "Sinkai  2000" wee  made  at the Hytan-guri

Bank  in the Japan  Sea on 31 August  1992. The  diving study started at 10:12 and

spent  about  5 hours, when  we  observed  between  496 and 13Smin  depth. Studies

were  made  by direct observation through  the submersible  window  and shooting

by  underwater  TV  camera  with video system,  and  photographing  by cameras.

The  substrata  of deeper sides were  gentle slopes covered  by  soft mud  with

living  many  organisms,  such  A&Pandalu&sp.,  Holothroidea  spp., Crinoidea

spp.  and  so  on.  The  shallower  side's substrata  were  increasing  rocky

bottoms,  where  living on  many  organisms,  such  as  Ophiuroidea  spp,,

Phrynophiurida  spp., Porifera  spp., and  so on.

We  found  13 species of fish in the observation  area. P.  azcnus  distributed

in  widely  between  404 and  217m  except for between  300 and  2S0m,  Zoarcidae

spp.  distributed  between  only  4$6  and  450m.  Cottidae  and  Psychrolutidae

spp.  distributed in deeper  than 300m.  Sebastes  owstoni  living at depth ranged
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between  4S0 and 200m, though  the species distributed in shallower than 300m,

S. ow$t$ni were foarid at assembled about  1,000 individuals, which  species

accounts for over 92% in the fUhes where were found in this study. P. azonus

made  school composed  about 30 individuals. We  found that solitary in all

species, which  include P. czcnus and S. owstoni.

Observations with submersible were found that life, behavior and ecology

of fishes in directly. But  we  could not found some  species living in this

area where  caught  by  trawl net in quantity, such  as flounders Mature

size fishes of P. azonus  existed at  the Hyotan-guri, so  I think that P.

azonus  spawning  at shallower part of the Hyotan*guri.

１　はじめに

筆者は長年。浅所で産卵するアイナメ科魚類の

生丿恚を，スクーパ潜水や水中テレビカメラシステ

ムで調査して きた（金本，1976.1977 ，1991 ，

1992ほか）。主にクジメとアイナメというごく沿

岸で一生を廻ごす種類を扱っているが，この２麺

においても，クジメはごく浅い岩磁の海藻に卵を

産みつけ，雄がふ化するまで卵を保護し，ふ化後

の仔稚魚は2－3ヵ月の遊泳生活を送る（丹下・堺，

1974ほか）が，浅い岩礁や藻場に羞底した幼魚は，

深い所に移動することなく，成魚になる（金本，

1976.1977 ，1986 ； 栗田，1993 ほか）。 アイナメ

はやや深い所にまで分布するが。生活史はクジメ

と大差なく，一生を単独生活で過ごし，クジメ同

様浅所にきて産卵するが，産卵基質は海藻ではな

く岩盤に産みつけることが多 い（ 金本｡1976 ，

1986, 1991. 1992 ； 日本水産資源保誦協会，1981

ほか）。

同じアイナメ科ではあるが，ポッケはアイナメ

属と違ってホッヶ属に属すが，産卵生態はやはり

浅所の岩碓に産卵し，雄が卵を保鏈するところも

同じである（蒲原｡1957b ； 坂本ほか，1963 ； 鈴

木・日置, 1975 ほか）。しかし， 産卵水深はクジ

メやアイナメに比ぺて深くまで分布しており,上

野ほか（1968）は北海道の武蔵堆の水裸30m 付近で

も産卵することを報告している。ポッケがクジメ

やアイナメと違う点は，深浅移動を含む回遊をす

るという点である（石垣・中道，1958 ；久新・高

杉｡1957 ； 西村・辻崎, 1958 ； 馬脚，1991 ； 辻

崎・石垣  1957 ； 辻崎・蒲原, 1957 ； Ｙｕｓａ皀t

a1.，1977ほか）。

ぷぷ

アイナメ類の生恩水深については，はっきり明

記した報告は少なく。わずかにＤａy and Pearcy

(1968) が，アイナメ類中最大のリングゴッドの垂

直分布を示しているが，40 －150m である。 ポッ

ケに関しても水深150 －200m まで分布するという

報告が多い( 石垣・中遭，1958 ； 辻 崎 一石 垣｡

1957 ； 辻崎・蒲原，1957 ； 上野ほか，1968 ほか)。

大内(1963)は，水深2{}0－500m のたら場で底曳網

を曵いたときにホッケカ嘔 集されたことを報告し

ている。採藻された時の水深は示されていないか，

2闃ｍ以深であることは確 かであ る。 小川 ほか

(1963) は兵庫県呑住港所属の底曳船のポッケの漁

猥は水深150－200m に多 いことを示しているが，

最高305m の水深でも漁獲されてい ることを述べ

ており，水深300m 付近でも，漁獲量は少ないが，

漁硬されている。

今回調査したひょうたん礁は，日本梅の好漁場

の１つで。古くから研究が行われている( 大内，

1963ほか)。｢しんかい200【】｣による潜水調査地点

候補地のうち，北海道の奥尻島に絖く第 ２候補地

であったが， ポッケの分布 も確認されているほか，

浅所に産卵にくるハタハタの分布 も確認されてい

る( 大内, 1963 ほか)。 今回 は水深496 －138m ，

水深差350m 以H の地点を調査できたので報告す

る。

２　方法

2.1　調査場所と日時

ひょうたん磁は，日本海の佐渡島の北方に位置

し（図 １），北東に位置する向瀬，東 隣の月山 磑

と並んでよい漁場を形成している（大内，1963 ）。
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図 １　 ひ ょ う た ん 礁 の 位 置 と 「 し ん か い2000J の9641 潜 航 喟 査 地 点 。 矢 印 は 朏 航 祠 査 絶 点 ， 一 点 鎮 縁 は 水

深500m. 二 点 槙 線 は 水 深200m の 等 深 畛 ， ▲ 印 は水 疏100m 以 浅 の 隆 起 ， △ 印 は 水 深1 叩 －150m の 隆 鳬:

を 示 す 。

Ｆｉｇ ， １ しocation on the Ｈy ｏｌａｎ･gun Bank ｗhe ｒ● Ｎ０.641 dive was made ｂｙ the ｓｕbme ｒｓibl ●

"Shinkai 2 仙 ｎ’ ｓｙｓｉｅｍ. The ａｒrｃｗ ｉｎ ｌｈｅ ｍａｐ ｉｎｄｉｃａtｅ tｒａｃｋ ｃｈａrl of diving survay

line. ０ｎ● dotted chain line ｄｅｎｏt虍500m depth con10 ｕｒ. ａｎｄ two dotted chain line

denote 200m d ●ｐtｌｌ con  Lour. Ｍａrk ｓ ▲ ｄｅｎｏtｅ ｐｅａｋａ less lhan 100m depth. marks

△denote ｐｅａｋs 100 －ISOm.

調査圸点はひょうたん礁の西側の斜面を西から東

へ登る状態で行われた（図２）。 潜航は1992 年８

月31日午前9:40 に開始され，北緯38 °40.331，東

経138*  19.65',水深496m の地点に10:12に着底し

た（図 ２）。着底後，東進し，離着底点 を含む15

地点で停止観察を続けながら。北緯38’40.30’,東

経138’20.501，水深138m の地点を15:13に離底し，

15:19に浮上した。

2.2 調査方法

潜水調査船「しんかい2000」システムを使用し

て，通算第641回目の潜航を行った。著者はもっ

Proc. JAMSTEC  Symp.  Deep  Sea R･s.（1993）

ぱら左舷側の覗窓を使用して観察を行い，観察結

果はテープレコーダーに音声で記録するとともに，

室内のカメラで随時撮影した。また『しんかい

2000』付属の水中テレビカメラは真壌MI が操作し，

映像はビデオに録画された。室外のステレオカメ

ラは必要に応じて著者が撮影した。潜水覯内の手

持ちカメラは２台あり，それぞれの覗窓から著者

と副操縦士が撮影した。途中，マニピ。レーダー

で死んだ魚を採集してもらい，持ち帰って名前を

調べた。

水深，水温，塩分は「しんかい2000L」のセンサー
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Distance in ｍｅｔｅｒ

図2　1992 年8月31日に行われた「し儿かい2｛X｝0』による第641蘆斌調査の航跡及び水深

Ｆｉｇ. 2 Track and depth chart of diving ｓｕｒ●ａｙ line wher でＮ０.641 dive was ｍａｄｅ

ｂｙ lhe submersible "Sinkai 2090 ’ system on ３１ August 1992.

で １分間隔で測定され， 自動記 録 され た。「 しん

かい20｛｝O」の位置は測定の都度，母船「なつしま」

の総合指令室か ら無線 電話で知 らされ た。

なお ビデ オ， 写真， 航跡図 等のオリジナルは海

祥科学技術 セ ンターに保管されてい る9

2.3 調査 後の解 析方法

ビデ オ映像 の解析を中心に研 究を行 った。 ビデ

オ画面上 の水深表示を みながら， まず水深別 の底

質図 （図 ３）を作成 した。底 質は探 い方は泥 かシ

ルトに近 いが， ここではすべて砂泥底 とした。転

Ｄ ｅｐｔ ｈ ｒａｎｇｅ i  n ｍｅｔｅｒ

図 ３　描 航 睛 査地 点 の 底 貿 組 成 の垂 直 分布

Fig.  3 Vertical distribution Ｏｆ the Sｕbら1ｒａtａ

ｃＯｍｐＯＳｉtｉｏｎ on diving survay line.

石と岩礁の区別は，大きさに関係なく，岩の下の

部分がみられる場合は転石とした。底質と関係の

深い大型戻牟動物は。調査船の移動時のビデオ映

像から水深10m ごとの個体数を読んで数量化した。

魚類については，みられた魚類の種名を調べると

ともに，魚種別に水深別，底質別の個体数や生皀

状況を明らかにした。黔母化できない行動などに

ついては，ビデオ画面をくり返しみながら解析し

た。

３　結果

3,1　詢査地点の水深と底賛の概要とその

他の環境

着底地点（地点１）の水深は， 海図 の約500m

とほぽ同様の水深（496m ）であったが， 離底地

点（地点15 ）の水深は138m （図 ２）で， 海図 よ

り正確な水深図の示す約300m の半分以 下であっ

た。地点ｌから約54〕Om離れた地点 ６まではなだ

らかで，水深496－447m と50m 程浅くなっている

に過ぎない。地点６からは傾斜が急で，地点15 ま

では約700m 余りの距離であるが，水深は:447―138

m と310m 近く浅くなっている（図 ２）。 ひょうた

ん噛の現在分かっている最浅部の水深は87m であ

るが，場所的には離れている。一番近くの浅い暘
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所は水深1{}6mである( 図１) が，ｒしんかい2000』

のソー ナーによると，水深138m の離底地点 は。

この付近の頂上であるらしく，現在の測位，測深

システムの精度からすれば，海図や水深図の方が

間違いであろう。

底質は，深い方は砂泥が多いが，徐々に転石や

岩磁が増えはじめ，浅い方は岩礁か優占していた

(図 ３)。傾斜が急になるに従って砂泥底の割合が

減りはじめ，水深300－250m で砂泥底の割合が50

％位まで下がる( 図３)。図３では砂泥底と転石

と岩礁を併せた割合が同じ位にみえるが，全体の

平均では，砂泥底が65.6％，転石か16.6％，岩礁

か17.8％を占めており，齢鄙窗が調査区域全体の

2／3近くを占めることになる。図３では分からな

いが，浅くなるに従って大きい転石や岩碓の占め

る割合が高くなるように思えた。

底質と関係の探い廈癨動物は。 砂泥底の多い深

い方は， クモヒトデや ナマコ，ホッコクアカエビ

等，砂泥底に適応した動物が優占しており，岩鵬

の多い浅い方ではカイメンやクモヒトデ，テズル

モズル等。岩礁に酒応した動物相が目立った( 図

０ ．クモヒトデは何種類かいると思われ， 深い

方と中風 浅い方の３つ の山 がみられ( 図 ４)，

漾い方の眇泥底の クモヒトデは泥の中のデトり夕

スや魚の死骸を食べているようであるが，岩礁地

帯の クモヒトデは岩の上で一斉に腕を振って摂餌

していた。砂泥雇 卜のクモヒトデはキタクシノハ

矚４　潘鮒膕査地点の主なｇ 慘勦物の垂直分布

Fi窰.４ Vertical distributions ｏr ihe selected

species for bottom fauna on diving

survay lin ●.
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クモヒトデ(￥1血rｓ sarsiが中心と思われ( 藤田，

1988ほか), 局所的には高密度ベッド( 薑田，1988;

Ｆｕiitａ，1992 ほか) に近い状懇であったが，単一

個体群ではなかった。ホッコクアカエビ等は餌生

物になると思われる( 小JIIほか, 1963 ほか) が，

今回は摂餌されている場面には出会わなかった。

生物の分布と関係の深いと思われる水温と塩分

は。｢しんかい2{}00｣ のセンサーで測定された水

温と塩分を水深別に図５に示した。水温は一番深

い水深496m 付近では0.4℃合で，水深480m 付近

で0.3℃前後で一番低く，水深330m 付近で１℃前

後，水深260m 付近で２℃前後，水深210m 付近で

３℃前後と非常に低い( 図 ５)。 その後急激に上

がって，一番浅い離底点 の138m 付近で11 ℃前後

である( 図 ５)。塩分は地点１付近で34.5に近かっ

たが，その後は34.1前後で，深さによる変化は少

ない( 図５)。魚類が分布していた水温は, 0.3-

3℃の籖圓がほとんどで，3℃以 卜の水温の範囲で

みられたのは，タウヱガジの一種が１尾のみであう

た。

3.2　ひょうたん礁の魚類相と水深別分布

｢しんかい2000｣ 潜航調査によるひょうたん礁

の魚類相は，これまでのどの研究よりも貧弱で，

５日９科13 種であった( 表１)。ガンコ以外 は，

標本を採集して検索したわけではないので，誤り

かあるかも知れない。南方系で浅海性のイタチウ

オがみられたが，これまでのひょうたん醴周辺の

調査( 大内，1963) では報告されていない。しか

し，深さ等は不明であるが，加藤(1956) の魚類目

録では佐渡鳥周辺海域でイタチウオの分布カ零 認

されている。再度確認中であるが， 体型と口の周

りのひげからは，今のところイタチウオしか該当

する魚はいない。今回大量にみられたハツメは，

大内(1963) の調査でもひょうたん礁や向瀬で大皿

に漁獲されていた。本研究では大内(1963) でよく

みられたサメ・エイ類やカレイ類も全くみられな

かりた。以前は大量に漁獲されていた記録のある

／ヽタノヽ夕も全くみられなかった( 大内，1963)。

魚種ごとの生息水深をビデオ・ 面から解析した

ところ( 表 ２)， タナカゲング， ノロゲ ング等の

ゲング類は水深450m 以爍の深いところにのみ分

布していることか分かった。カジカ科ではガンコ

も深い所にのみ分布していた。水深496 －450m の

狗j



図 ５　 油水 調 査地 点 の水 路 と 塩 分 の 鉛 直 変 化 。 実

轢は 水 温。 点 線は 糖 分を 示 す 。

Fig. 5 Ve ｒlica】changes of temperature ａｎｄ

salinity on diving survay line where

ｗｅ【ｅ talced bｙ sensor. which  loaded

on submersible ‘Sinkai 2 弱O'.Solid

line denotes temperature and dotted

line denot ａs sａ】inity.

鮪翻に29個体，2.4％の魚がいたことになり，　ﾉ丶

ツメを除いた場合の分布量はポッケの250－200m

の分布に匹敵する。ハツメは水深300－200m に主

に分布していたが，この水深範囲だけで全体の95

％以上の個体がいたことになる。表２の1000とか

1(X)といった数字は，個体数の概数表示であるが，

ハツメが全出現個体の92.6％を占めることになる。

ポッケが一番分布水深の範囲が広く，個体数も八

∂42

ツメの次に多い。

個体数の桁違いに多 いハツメを除い た，主な魚

種の水深別分布を まとめると（図 ６）， ゲ ング 類

は水深450m 以深にのみ分 布し， タラ類は水 深350

m 以 蹂の擽い方に のみい て， カ ジカ類は300m 以

深に分布 しているこ とがはっきり分 かる。 ポッケ

は水深300 －250m にはいなくて，300m 以 深 と250

m 以 浅では分布状況 が違う。つ まり，調査区 域 の

魚類の鉛直分布は， 深い方で は小数 の個体が広範

囲にいたか，浅い方は水深250 －200m の範囲 にの

み集中 して分布 していた。

3.3　 ひょう たん礁の魚類のすみ場と行動

魚類が どんな場所にど のようにい たかは生 箭卜

重要であ る。ひ ょうたん礁 の魚類はこれまで現場

Prcc.  JAMSTE.C Symp. Ｄ･・pSla Res. （199a）



表 ２　 潜 水 調 査 地 点 に 出 現 し た魚 類 の 生 皀 水 濛 と 量

″rａｂｌｅ ２ Vertical distributions and q ｕａｎtitieｓ of fishes ｗhe ｒｌ ｆｏｕnd

on dl ｖlng survay lln ●.

図 ６　 潜 水鯛 査地 点 の ハ ッ メを 除 く 主 な 魚 種 の垂

直 分布

Fig- ６ Vertical distributions ｏrlhe selectadf

oｕｒs μcies c1 fish ｗherｅ ｗere e χcep-

ted  Sebastes  oujstc㎡oridiving survay

１１ｎｅ.

で の す み 場 や 行 動 を み た こ と が な い 魚 類 が ほ と ん

ど で あ る 。 魚 種 別 の す み 場 と 行 動 を 表 ３に ま と め

た 。 す み 場 は 沿 岸 の 岩 礁 に 比 べ て 単 純 で あ る が ，

Proc. JAMSTEC Symp. Ｄｅ●ｐ Ｓｌａ Ｒ●ｓ. （IS93 ）

より単純化して，いわゆる砂泥底(Sofl bottｏｍ)

と，転石や岩礁のＲ・cky b・tt・ｍに分けた。 次に

行動であるが，ここでいう行動は，摂餌行動や産

卵行動等の区別なく，接触，浮遊またはゆっくり

とした遊泳，素早い遊泳の３つに分けた。(表３)。

砂泥底にいた魚は圧倒的に接触型の魚が多く，

タナカゲング，ホッヶ，カジカ類のように底に静

止している魚種が多い。タラ類も本来はむれで避

泳する魚種であろうが，ここでは静止している個

体が多かった。ポッケが底厭卜に下腹部全体を接

触させているのに対し，スケトウダラは胸鯔や腹

蚶と尾鰭の下端で体を支えるように静止していた。

スケトウダラの静止は一時的なもののように思わ

れる。ノロゲングはゆっくりと遊泳するか，励 尼

底に体の一部を接触させながら体全体をくねらせ

て遊泳しているような動作をしていたが，前進す

るする様子もないので，一応浮遊またはゆっくり

した遊泳に分類した( 表３)。

岩礁底ではハツメカ1圧倒的に多いが｡1000 のオー

ダーの集団は，不均等な間隔で浮遊していた。潜

訝j



表 ３　潜 水綱 査 地点 に出 現し た 魚類 のす み場 と行動

Table 3 Habitats and behavior of rishe ｓ ｗheｒｅ found on ｄＭ ｎｇ ｓｕrｖａｙ lirle.

水調査船が近づくと，遊泳して移動したり逃げた

りする個体も一部いたか，素早い動きではなかっ

たので浮遊または遊泳として扱った。 100のオー

ダーのむれは小型個体で，ポッケに追われるよう

にすばやく泳 ぎ去りた。 ポッケは１個体を除 いて

接戝型と遊泳型に分かれるが（表３），これは水

深と対応しており（図６），深い方では単独で底

泥上に静止していることが多く，浅い方のポッケ

は，確認されただけで30個体はいたが，むれで素

早く泳ぎ去ったためであろう。

表 ３からは，砂廖靡には接触型や浮遊型の魚が

多いが，岩礁地帯には浮遊・遊泳型の魚が多いと

いえよう。

3.4 ひょうたん礁の魚類のその他 の重要な

生態

観察できた魚類は限られているので，分類化や

数皿化できる生態は限られているが，普段みられ

ない生態がみられたので以下に記述する。

訝4

(1)ゲングの一種の摂餌行動

黒くて小さいゲングの一種が水深496m の着底

地点付近で摂餌しているのが観察された。ライト

で集ま･つてきた小型甲殻類を摂餌するのが数回 み

られたｏ いずれも体をひねって，横方向の餌生物

を捕らえていた。一度は背中側を通過する餌生物

を捕らえたことから，視覚ではなく。振動等を感

知して餌生物を捕らえていると思われ，深海性の

魚類の摂餌行動の一部が明らかになった。

(2)ポッケの反射的行動

水深464m の地点で砂泥底に下腹部を接して静

止していたポッケが急に向きを変えたので。観察

時にはクモヒトデか触ったためだと思っていた。

しかし， ビデオで解折すると，｢ しんかい2000｣

のライトに集まってきて旋回していた小型の甲般

類がポッケの頭部に触ったためであることｶ£分かっ

た。小型生物が眼前を通過しても全く反応を示さ

ないため，ポッケの視覚はほとんど働いていない

Proc.  JAMSTEC Symp. Ｄ・９ｐＳｇａ Res. (1993)



と思われる。

(3)ノロゲングの停止遊泳

ノロゲングは，砂泥底の百卜で体全体をくねら

せながら停止していた。上昇するでもなく，前進

するわけでもないが，数分の観察時間の間，終始

体をくねらせていた。体の一部か底に着いている

場合もあった。他の個体もゆっくり前進する個体

もいたが，概ね同様の行動であった。

(4)ポッケとトヤマエビの遭遇

ポッケが水深346m 付近の岩 礁の下側の砂泥底

に，それぞれ単独ではあるが，合計11尾いた。す

ぐ近くにいてもお互い無関心である。ときどき泳

ぎだしてまた着底する個体がいたが，つられて泳

ぐ個体はいなかった。トヤマエビが1 尾いて，ポッ

ケのすぐ脇をポッケを避けるように，横歩きで通

り抜けたが。ホッヶは全く関心を示さなかった。

ホッヶの眼球はときどき動いていたが，眼がみえ

ているかどうか確認できていない。

(5)ノヽツメの行助３態

ハツメは，元来大群で浮遊または遊泳している

状態が多いと思われ。ひょうたん礁でも大量に漁

獲される魚種である，(大内，1963) が，砂泥底

や岩の横に静止している個体もみられた。浅い所

ではメバルが昼悶は集団であっまり状態で浮遊し

て休んでいて，夜閣になると遊泳すること分かっ

ている( 金本，1977)。ほとんど光の届かない深

海でのノヽツメの日周期については不明であるが，

ポッケ等では餌生物の日周期によって周期的に行

助するという( 辻崎・石垣，1957) 。浮遊してい

た大型個体の蔗団も『しんかい2000』の接近によっ

て一部の個体かゆっくりと遊泳して逃げたか，危

険がないことが分かるとそれ以上は移動しない。

従ってホッケのむれの前方を棄早く遊泳していた

小型個体のむれは，ポッケから逃避するための行

動かも知れない。

(6)ホッケのむれ行動

水深221m 付近を，小型のハツメが100尾程度の

むれで通過したあと，すぐ後を追うように全長30

cm 前後のポッケか水深218m 付近をむ れで通過し

た。個体数はビデオ映像で確認されただけで30個

体はいて，潜水調査船の下を通り抜けて行った。

目視観察ではハツメに追いついた個体もいたが，

摂餌はしなかった。上からみると黒ウぼくみえた

Proc. JAMSTEC Symp. Deep Ｓｅａ Res. (1993)

が，体を横にひねって岩にこすりつけていた個体

は，深い所のポッケと変らない体色と模様をして

おり，背面からみたので黒っぽくみえただけであ

ろう。

(7)タウェガジ科の一種の行動

今回の調査では一番浅い水深178m 付近でみら

れたタウェガジ科の一種は，オキカズナギ同様に

頭を持ち上げて立ち泳ぎするかっこうでみられた。

オキカズナギよりは体が細くて蒭長した体型であっ

たが，近づくと体全体をくねらせて遊泳して逃げ

るが，すぐに立ち泳ぎにもどった。タウェガジ科

の魚は立ち泳ぎが普通の状態かも知れない。

４　 考察

4.1　 本研究の魚類相の特徴

本研究のひょう たん礁の魚類相は，わずか13種

でかなり貧弱（表１）である。大内（1963 ）が，ひょ

うたん・向 瀬の魚類相は51種で意外に少 ないと述

べているのと比べて も格段に少ない。これは大内

（1963 ）でみられたカ レイ類８種 とサメ・エイ類３

種が全 くみられないことや，多 産種のエ キス，八

タハタ， ニラミカ ジカ等がみられないこともあ る。

従りて，「しんかい2000 」による潜水観 察そ のも

のが魚類に彫響を与え るものと思 われる。

また， スケトウダ ラやノロゲ ングのように多獲

性の魚類（大内，1963 ほか）が少 ししか みられな

いのは， ポッケやハツメの群れていない方の状態

を みてい るだけかも知れない。今回 の 厂しんかい

2000 」の操縦を担当 した広瀬・吉梅両氏 も長年潜

水 しているかハツメのような深海性 のメパル類の

大群に出会 うのは初めてであるという。

一方，カナダにおいて，「 しん かい2000 」 クラ

スの潜水調査船「Pisces lV 」 で メバル属を潜水

観察し，種類別に水深別，大きさ別の定量化を行っ

て いる（Richa ｒdｓ，1986 ）。同じ「Pisces lV 」を

便用 して, Mackie and Mills （1983 ）は動物プ ラ

ンクト ンの鉛 直分布を観察 し，プ ランクト ンの個

体間 の間隔から個体駻密度を割り出 し，鉛直分布

図を描いている。 潜水調査船の使用は，観察 可能

な魚類については，底曳網 やはえなわ等の漁具を

使うより格段に細かいずみ場や行動 は分かるが，

食べているものが分からない等の欠点もある。 藤

田（1988 ）は，深海用水中 カメラや潜水艇によ る調
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査は，表在松窿φ動物の？●化4こ威力を発揮する

ことを述べている。いずれにせよ，潜水調査船の

利用は，特定の魚稷については，非常に有効であ

ると思われる。

藤田（1968）やＦｕjitａ（1992）は，クモヒトデ

の高密度ベッドは捕食する魚類が少ないためにで

きるのではないかと述べている。クモヒトデを含

む底生動物の分布の少ない所（図 ４）は，魚類の

分布も少ない場合もあり（図６，表 ２），必ずし

も擴食関係とはいい切れない。かえりて，!胙t=動

勧の築まる所には魚類にとって も豊富な餌が集ま

ることも考えられる。ここは水温が低いので死ん

だ魚類の死体が腐敗しにくく， クモヒトデや等脚

類が魚類の死体を餌として利用しているのが見受

けられた。いずれにせよ，単一生物が高密度ベッ

ド（Ｆｕjitａ，1992ほか）を作るような状態で はな

かりた。

水温や塩分等の環境との関係は，大内<1963) が

ひょうたん・向瀬の魚類の90％近くが寒流系種で

あるといってかるが，200ml 深で，ほぽ3℃以下

と低い水温のせいであろう（図 ５）。本研究でも，

13種中11萄と85％が寒流系の魚で（加貉，1956 ），

本研究に出て，大内（1963 ）に出てこないのは暖流

系で浅海性のイタチウオのみであった。

4.2 ひょうたん晧におけるポッケの生態と

生活史

ポッケに関する研究は枚挙に暇がないほど多い。

これはアイナメ科魚類では唯一，多獲輙魚類（稲

田｡1993 ； 西村・辻崎，1958 ； 尾形, 1356 ほか）

であるためで，その生活史（石垣・中避，1958 ；

久新 一高杉. 1957 ； 西村・辻m,  1958 ； 鳥海，

1991 ； 辻崎・石垣，1957 ； 辻崎・蒲原，1957 ；

Yusa ｅt al.，1977ほか）は図７のとおり， クジ

メやアイナメ（図 ７）とはかなり違う。

図 ？　 ク ジ メ ， ア イ ナメ ， ポ ッ ケ の 生 活 史 の 模 式 図 。 ａ ； ク ジ メ ， ｂ ； ア イ ナ メ ， ｃ ； ポ ッ ケ 。 ★ 印 は

産 卵 場 ， 点 翻 は 仔 稚 魚 期 ， 一 点 鎖 線 は 幼 魚 期 ， 二 点 眼 穣 は未 成 魚 期 ， 実 線lj 成 魚 期 を 示 す 。 片 方

向 矢 印 は移 勤 経 路 ， 双 方 向 矢 印 は 双 方 向 回 避 を 示 す 。 底 賀 の 黒 色 部 分 は 岩 質 ， 点 点 で 埋 め ら れ た

部 分 は 砂 泥 匠 を 示 す 。

Fig.7 Schematic lirehi ｓtｏｒy ｏｎthelh ｒeehe χａｇrammidfi ｓheｓ，ｗbe ｒｅｗｅrｅ:ａ;jje ｘａＸｒａ 煢 皿ｏs

agrammus, b; jy. olakii,  and ｃ; Pleurogramus azonus. Mark i denote ｓｐａｗｎｉｎｇ

ａrｅａ. and ｌｉｌｅs denotes gr ｏｗｉｎｇ stages: d01ted; larval ｓtａｇｅ， one dolled ｃｈａｉｎ;

young ｓほge. two ｄｏＵｅｄ chain; ｉｎｍａtｕｒｌ ｓｌａｇｅ. ｓolid: ｍａtｕre stage. ０ｎＧ side allows

show ｍｏりing direction alld botb ｓｉｄｅ allows sho ｗ both side mig ｒａtｉｏｎ，S ｕbsl ｒａtａ:

ｂｌａｃｋ ｐａｉｎt denot ｌ hard b 【】tｋ]m,  dotted paint denote soft bott ｏｍ.
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仔稚魚期( アオボッケ) からクジメ・アイナメ

とは一線を画しており，幼魚は体長18cm 前後ま

で表層で浮遊生活を送るものもいる( 辻崎・石垣，

1957ほか)。クジメ・アイナメでは体長3－６ｅｍで

ｇφ生活に移る( 松永ほか｡1974; 日本水産資源

保護協会｡1981 ； 小川，1963；丹下・堺｡1974 ほ

か)。着底後の未成魚はローソクポッケと呼ばれ，

体長18 －21cm 位で，場所によって違うが,水深

50－200m 位で，夜間は底層に昼間は中屬に生息

して いると いう( 石垣・中道，1958 ； 烏澤，

1991 ;･辻崎・石垣，1957ほか)。 クジメ・アイナ

メは翦底後，一生を底層で過ごす( 大島・中村，

1944 ； 山本・西岡，1948ほか) のに対し，ホ･,ケ

はハルポッケと呼ばれる体長22 －28cm の時期に

もう一度表岡近くへ上がってくる。ハルポッケは

餌を追って表層，中屑，底届， と鉛直移 動し，

また餌の濃密群を鵡って水平移動も行うという

(石垣・中道，1958 ； 島津，1992 ； 辻畸 一石垣，

1957ほか)。ﾉ ルヽポッケの大型個体の一部は産卵

に加わるという( 辻崎・石垣，1957 ほか)。 産卵

に価えて産卵堝近くの水深200m 前後の岩礁地帯

に居着いたポッケをネボッケといい体長は26－48

cm にも及ぶという( 石垣・中道，1958 ； 辻畸・

石垣，1957ほか)。ネポッケの居着く岩礁は，水

深:5-30mの産卵堝との移動距離が少な くてすむ大

陸棚斜面が急激に落ち込む岩礁地帯が多いといい

(石垣・中道，1958ほか)，事実そういう場所に産

卵場が多い( 石垣・中逝，1958；坂本ほか，1963；

辻崎・石垣, 1957 ； 上野ほか. 1968 ほか)。しか

し，細かくみた場合，坂本ほか(1963)のネポッケ

の分布図は，必ずしも産卵場に一番近い所ではな

く，岬の張り出した所，いわゆる海の中の尾根の

片側の斜面にネボッケの分布が集中しており，餌

を運んでくる海流とか，隠れ家が多いとか。何等

かの要因があると思われる。

ひょうたん礁において本研究で調査したホフケ

はいずれも体長30cma 上はあると思われ，ノヽ ル

ポフケまたはネポッケと思われる。特に深い方で

みられた海底に接触した個体はネボッケに近いの

ではないかと思われる。浅い方を遊泳していたむ

れは。体全体をくねらせた遊泳方法や遊泳速度か

ら。遊泳になれていると恩われ， ハルポッケに近

いと考えられる。
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これまでポッケの分布水深を200m としていた

のは漁獲対象になる魚群の分布範囲ではないであ

ろうか( 石垣・中道，1958；鳥澤，1992；辻畸・

石垣，1957 ほか)。ひょうたん礁では水深200－

500m で底曳網漁を行うており( 大内，1963) ，

小川ほか(1963)の結果からも水深3(X)ｍ以深にい

て も不思議ではない。本研究では水深464mでポッ

ケを確認したが，もっと深い所に分布する可能性

も考えられる。

この付近では産卵場となるような水深30m 以浅

の所は佐渡島にしかなく，かなり遠い。ひょうた

ん礁にネポッケがいるとすれば，ひょうたん礁の

最浅部は水深87m であり，その付近で産卵す'るこ

とが考えられないであろうか。ポッケの産卵場は

水温か問題であるが，武蔵堆では水深30m 付近で

産卵している。武蔵堆は対馬暖流の影響のあるひょ

うたん礁よりずっと水温の低い北に位置しており，

ひょうたん礁では離底地点の水深138m 付近の岩

礁や，水深100m 以浅の所で産卵して も不思議で

はないと思われる。著者の聞込み調査では，岩手

県の大槌湾ではアイナメの産卵場が，以前は湾奥

にもあったそうであるが，水質の悪化した現在は

湾口近くでのみ産卵されるようになったという。

沿岸域の産卵場や幼稚魚の育成場が失われつつ

ある昨今，ひょうたん礁がポッケに限らず，魚類

の産卵場として利用される可能性に期待したい。
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